
　

弊
社
は
、
平
成
２
年
７
月
に
㈱
九

電
工
の
関
連
会
社
と
し
て
設
立
し
ま

し
た
。企
業
理
念
の
一
つ
で
あ
る「
従

業
員
を
活
か
し
、
従
業
員
を
通
じ
、

信
頼
と
期
待
に
応
え
ま
す
」の
も
と
、

九
州
を
代
表
す
る
企
業
の
関
連
会
社

と
し
て
、
大
隅
半
島
を
中
心
に
電
気

工
事
事
業
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

　

近
年
、
業
界
を
取
り
巻
く
環
境
は

変
化
し
続
け
て
い
ま
す
。
令
和
６
年

４
月
か
ら
施
行
さ
れ
た
働
き
方
改
革

法
案
の
一
つ
で
あ
る
「
時
間
外
労
働

の
上
限
規
制
」
に
対
し
、
更
な
る
業

務
効
率
化
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

加
え
て
、
地
方
で
集
中
的
に
少
子
高

齢
化
が
加
速
す
る
中
、
地
元
に
根
差

し
、
地
元
と
共
に
働
く
弊
社
に
と
っ

て
は
、
従
業
員
の
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ

ラ
ン
ス
を
守
る
こ
と
は
、
大
き
な
課

題
で
も
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
Ｄ
Ｘ
に

よ
る
効
率
化
等
に
取
り
組
み
、
業
務

の
平
準
化
を
進
め
る
た
め
に
、
今
年

度
は
「
建
設
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
」
を
３

名
採
用
し
ま
し
た
。
建
設
デ
ィ
レ
ク

タ
ー
と
は
、
Ｉ
Ｔ
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
で
現
場
と
オ
フ
ィ
ス
を
つ
な

ぐ
新
し
い
職
域
で
す
。
現
場
技
術
者

の
負
担
を
軽
減
し
、
作
業
の
効
率
化

と
就
労
時
間
の
短
縮
を
図
る
効
果
的

な
取
り
組
み
と
し
て
働
き
方
改
革
に

も
繋
が
り
ま
す
。

　

ど
れ
だ
け
時
代
と
環
境
が
変
わ
っ

て
も
、
企
業
理
念
に
あ
る
よ
う
に
従

業
員
が
あ
っ
て
こ
そ
の
弊
社
。
最
新

技
術
を
取
り
入
れ
、社
員
を
「
人
財
」

と
し
て
互
い
に
尊
重
し
、助
け
合
い
、

公
私
と
も
に
人
間
関
係
を
大
切
に
し

て
こ
そ
、
社
会
の
信
頼
と
期
待
に
応

え
ら
れ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

株
式
会
社 

鹿
栄
電
設 

泉泉い
ず
み

い
ず
み  

竜竜り
ゅ
う
い
ち

り
ゅ
う
い
ち一一    

代
表
取
締
役

代
表
取
締
役

住　　所　鹿屋市田崎町 805-3
電　　話　0994-44-5815
設　　立　平成２年
代表者名　泉 竜一
従業員数　76 人
平均年齢　41.9 歳　
採用実績　6 人（令和６年度）
福利厚生　各種保険（雇用、健康、厚生年金、労災）
　　　　　賞与年２回（別途、業績ごとの特別給あり）

information

従業員を活かし、従業員を通じ、信頼と期待に応えます従業員を活かし、従業員を通じ、信頼と期待に応えます

　

弊
社
は
こ
れ
ま
で
、
配
電
工
事
部

と
電
気
技
術
部
の
二
つ
の
事
業
を
展

開
し
て
き
ま
し
た
。

　

太
陽
光
発
電
所
や
風
力
発
電
所
を

は
じ
め
と
す
る
再
生
エ
ネ
ル
ギ
ー
事

業
が
盛
況
の
中
、
系
統
蓄
電
池
事
業

の
お
話
を
い
た
だ
い
た
こ
と
で
、
第

三
の
事
業
「
再
エ
ネ
関
連
事
業
部
」

を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。
系
統
蓄
電
池

事
業
で
は
、
こ
れ
ま
で
時
間
帯
に

よ
っ
て
は
供
給
過
多
と
な
り
、
廃
電

し
て
し
ま
っ
て
い
た
電
気
を
蓄
え
る

こ
と
で
、
再
生
エ
ネ
ル
ギ
ー
発
電
が

で
き
な
い
と
き
で
も
放
電
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
こ
れ
は
昨
今
、
高
ま

り
続
け
る
防
災
意
識
と
ニ
ー
ズ
へ
の

対
応
手
段
と
し
て
も
注
目
さ
れ
て
い

ま
す
。

時
代
に
合
わ
せ
た

働
き
方
と
事
業
を
推
進

第
三
の
柱
を
創
設

「
再
エ
ネ
関
連
事
業
部
」

▲鹿栄電設が配電工事を手掛けた

　リエネ出水太陽光発電所。

▲�施工現場の様子。引込線作業や配�

電作業は、建物に「命」と「血管」

を作る作業と自負している。

企業情報

　私は前職でメンテナンス業務を中
心とした仕事をしていましたが、メ
ンテだけでなく現場全体をみて、ス
キルアップしたいと思い転職しまし
た。転職先候補は複数ありましたが、
福利厚生の厚さを決め手に弊社を選
びました。休暇も十分に取得できる

ので、子育てや家族サービス、趣味
にも時間を割くことができています。
　今は現場の経験を生かしつつ、営
業部の副長という、
また違う立場で
日々、成長させて
いただいています。

私の仕事!私の仕事! 小
お

薄
す き

 拓
た く

也
や

 さん
（28歳／入社６年目）

鹿屋工業高校出身。ゴルフが趣味で職場のゴル
フコンペ前には有休をとって練習に向かう。

コ
コ
に
注
目
！

▲ホームページ

株式会社 鹿栄電設株式会社 鹿栄電設

かのや

ワーク

あなたのやりたい「しごと」が見つかる！
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